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②政策評価
会議意見

目標値 目標値 事業費 事業費

Ａ
合併市町村基本計画の執行状況について市長からの諮問に対し答申するとともに，地域のまちづくりに関す
る提案が効果的に行えるよう，自治会議を引き続き運営していく。

合併市町村基本計画の執行状況について市長からの諮問に対し答申するとともに，地域のまちづくりに関す
る提案が効果的に行えるよう，自治会議を引き続き運営していく。継続

施　策　事　業　費　合　計 19,992 46,383

答申及び提案回数

答申及び提案回数
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計画的に必要な施設の整備を行っていく。1
地域行政機関施設整備

施設利用者 Ｈ元 継続整備箇所数 Ａ45,98819,569

説
明（70%未満）

複雑化・多様化した市民のニーズに的確に対応したサービスを拡充するとともに，住民主体のまちづくり活動の拠点である地域行政機関の施設整備を計画
的・継続的に実施していく必要がある。

行政経営基盤の強化に向けて，地域における身近な行政機関の整備や合併地域における
地域特性の反映，地域主体のまちづくりの提案などを行い，十分な効果をあげている。

●

説
明
地域の個性・特性や，多種多様なニーズを行政経営に的確に反映させていくことが求め
られている。

40.9%

67.4%

　「本庁中心の行政」から，地域に視点を置いた「地区行政」の仕組みへの転換をより一層進めるため，地域行政機関で
実施する行政サービスの拡充が図られるとともに，地域のまちづくりは住民自らの手で行う「地域自治の確立」に向けた
支援のための体制や仕組みの見直しが進められている。
　今後とも，住民自身が地域の課題や目指すべき将来像を共有し，課題解決やその実現に向けた様々な取組を立案・実行
できるよう，住民自治意識をさらに高めること。
　また，地域の個性・特性を生かした住民主体のまちづくりの拠点としての地域行政機関の機能・体制や施設などの整備
を計画的・継続的に進めること。

● 十分である
やや不十分であ
る

達成していない

不十分な事業が
一部ある

減少している

不十分な事業が
複数ある

　
　
⑤
現
状
分
析
と

　
　
　
　
　
課
題
の
抽
出

地域行政機関が市民に身近な場所での総合行政サービスの提供と地域の特性を
生かした住民主体のまちづくりの拠点としての機能を十分に発揮する必要があ
ることから，地域行政機関の施設整備を更に進める必要がある。

不十分である
説
明

説
明

地域の身近な場所での行政サービスの拡充を図るとともに，住民主体のまちづくり活動
の拠点である地域行政機関の施設整備を実施するなど，地域に視点を置いた行政が効果
的に展開されている。

各事業の評価のとおり，それぞれに目標としていた数値をクリアしており，進捗状況と
しては十分である。

増加している 横ばい

③市民の
施策重要度 十分である

●

効率性

（住民・社会ニーズ）

④
施
策
の
評
価

達成度 達成している
●

概ね達成
（90％以上） （70％～90％未満）

―---―

―---―

地区行政課

①総合計画
　政策の柱

持続的発展が可能な都市の自治基盤を確
立するために

②政策名
（基本施策名）

行政経営基盤を強化する
③取組の
　基本方向

「行政経営基盤を強化する」ため，限られた経営基盤を最大限に活用することの出来る「効果的で
効率的な行政経営システムの確立」，地域に視点を置いた行政経営を進めるための「地区行政の推
進」，さまざまな行政課題を解決し，より魅力あるまちづくりを進めていくための「行政の組織力
の向上」，将来にわたって魅力あるまちづくりを進めていくための「財政基盤の強化」に，重点的
に取り組みます。

④政策目標
（基本施策目標）

本市の行政運営を効果的・効率的に行うことで，行政経営基
盤が強化されています。

地域に視点を置いた行政が，効果的に展開されています

施策名

担当課

Ｈ１９：基準

支所・出張所を利用しやすいと感じている市民の
割合

地方分権一括法の施行に伴い，自治体が自主性を発揮して，地域の個性・特性や住民ニーズに対応した多様な
行政経営を展開することが求められている

施　策　指　標（単位）
①
施
策
の
達
成
状
況

地区行政の推進
Ｈ２０

―---―

Ｈ２１

64.9 57.1

実績値

（政策目標への効果）

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

施策目標

施策を取巻く
環境

有効性

必要性

（事務事業の進捗）

（単年度目標）

3

②市民の
施策満足度

３　今後の取組方針

①取組の
考え方

№ 事　　　業　　　名
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Ｈ２０

1 2
213

1 2
178 継続

1 2

7

Ａ217

Ｈ１９

10

1 2

優先度

Ｈ２０Ｈ１９

対　　象　　者
開始
年度

事業の
方向性

（千円） （千円）

活　動　指　標　等

実績値 実績値

―---―

達成率
(%)

目標値

80.1%

Ｈ２４：目標

―---―

71.3

―---―

70.0

目標値

68.7

目標値 目標値

67.466.1

実績値 実績値

Ｈ２３Ｈ２２

目標値

実績値実績値


